
○　本校の概要 令和8年2月18日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回
答した。
３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
できた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教
員が６０％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回
答した。
３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
できた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回
答した。
３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
できた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回
答した。
３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
できた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回
答した。
３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
できた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回
答した。
３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
できた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回
答した。
３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
できた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回
答した。
３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
できた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回
答した。
３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
できた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回
答した。
３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
できた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。
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③情報技術を適切に活用した
授業の実施を通して、情報活
用能力の育成を図っている。
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②学校内外での様々な体験
活動や自己評価する習慣づく
りを推進し、自ら考え判断する
力や、他者と協働していく力
の育成を図っている。
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③現代社会における地球規
模の課題を自分事として捉
え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図ってい
る。

④乳幼児期から中学校まで円
滑な接続を行うため、保幼小
の連携や小中一貫の視点に
立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横
断的な学びや科学教育を推
進し、課題解決力や新たな価
値を創造する力の育成を図っ
ている。

①外国語教育指導員の活用
などにより、英語に慣れ親し
みながら会話をする機会を増
やし、英語力やコミュニケー
ション能力の向上、豊かな国
際感覚の育成を図っている。

②我が国や郷土の伝統や文
化の学習、人権教育を推進
し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互
いに尊重し合う心の育成を
図っている。

社会の様々
な課題を自
分事として捉
え、主体的に
考え、他者と
協働し、問題
解決していく
意欲や、予
測困難な未
来社会を切り
拓いていくた
めに重要な
創造力や課
題解決力、
情報活用能
力を育成しま
す。

③体育や保健体育の授業な
ど様々な機会を通して、健康
教育や食育を推進し、基本的
な生活習慣の確立を図ってい
る。

3

Ｄ

①道徳科を中心とした各教科
等での学習などを通じて継続
的に道徳教育を実施し、豊か
な情操や道徳心の育成を図っ
ている。

②学習習熟度に応じた指導
や個に応じた学習支援、各種
検定の実施を通して、すべて
のこどもに確かな学力の育成
を図っている。

目標に対する成果指標
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これまでの取組
今後の改善策
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評価

令和７年度　大田区立大森第一中学校　自己評価報告書

大項目 取組内容

◆教育目標　人権尊重の精神を基盤とし、豊かな人間性と生きる力の育成を目指し、以下の目標を掲げる。。
　　　　　　　　・きまりを守り、責任を果たす人になろう　・自ら進んでよく学びよく働く人になろう　・心身ともに健康で情操豊かな人になろう　・互いに尊重しあい思いやりのある人になろう
◆生徒数　　全校生徒１９７名（１年：６６名、２年６０名、３年７１名）　　　◆教員数　　１７名
◆学級数　　６学級（１年：２学級、２年：２学級、３年：２学級）
◆特色ある教育活動　生徒を中心に取り組む運動会、縦割りクラスで高め合う音楽祭への取り組み、全校道徳、カサゴ稚魚放流（令和７年度はヒラメ稚魚）

1

学校関係者記入欄

4

①日常から理教系教科の授業
充実を図り、校内展示会や区の
展示会、ものづくりフォーラム等
に向けた美術・技術・家庭科での
作品作り等を通して、体験活動
や論理的思考力の育成を図って
いる。数学については通年で週
２日の放課後補習教室を実施し
た。

②総合的な学習の時間における
地域と連携した校外学習（１学年
ヒラメ稚魚放流体験・２学年職場
体験）等を通して生徒自ら課題を
設定し、解決方法を見出し、グ
ループで協働していく活動を進
めながら、生徒自身の力を育ん
でいけるよう努めている。

③校内研修会や授業研究等の
機会を活用し、タブレット端末の
利活用の促進を図るとともに、生
徒自身が端末を日常の授業で使
う頻度を増やすことで、情報活用
能力の向上につなげている。

①英語科では区から配置されて
いるALTの利活用を図りながら
オールイングリッシュの授業を推
進し、生徒同士での英会話によ
るコミュニケーション能力の育成
に取り組んでいる。また、学習効
果測定の結果をもとに授業改善
プランを各教科で作成し、小中
一貫教育の会などで小学校の先
生方と共有しながら日常の授業
改善に生かしている。

②地域に協力を求め、地域人材
や施設と連携した学習（ヒラメ稚
魚放流体験・職場体験等）を推
進し、生徒達が自分たちの育っ
た大森南地域への愛着と誇りを
もつことができるよう努めてい
る。また、道徳科の授業を通して
人権教育資料を活用した授業を
実施するとともに、日常の学級
指導等の機会を通して他者の人
権について考える機会を作って
いる。

③総合的な時間における環境学
習や、地域と連携した「ヒラメ稚
魚放流体験」等を通して、生徒が
海洋汚染等の環境問題について
自分事ととらえ、その解決に向
けて地球市民の一員として何が
できるか考えをもつことができる
ようにしている。
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①道徳地区公開講座の機会等
を活用し、生徒及び保護者に対
して道徳教育の重要性について
の理解を深めることができた。引
き続き全校道徳や学校教育全体
で道徳教育に取り組み、生徒た
ちの豊かな心を育んでいく。

②英語科・数学科については習
熟度別の指導を実施するととも
に、学習補助員がT２として入り
学習支援を行った。数学科では
通年で週２回の放課後補習教室
を実施し、課題に取り組めない
生徒のフォローアップに努めた
が、まだ十分とは言えない。今後
さらに拡充を図り、生徒の学力
向上につなげたい。

③小学校と連携して作成してい
る「体力向上計画」に基づき、体
育科の授業開始時に通年で行っ
ている補強運動の時間を活用
し、生徒の基礎体力の向上を
図っている。「早寝・早起き・朝ご
はん月間」の資料配布や朝礼、
学活での講話等を通して、生活
リズムの改善を図らせるととも
に、健康的な生活を送れるよう
指導を継続していく。

④引き続き、小中一貫教育の会
などの機会を活用しながら小学
校の先生方とともに課題を共有
しつつ、中学校生活において学
校におけるルールを守ることの
重要性を理解させ、規範意識を
高めさせる。
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・「STEAM」教育や「情報活用能力の育
成」といった現代的な教育課題への対応
は評価できる点です。
・学校内外での多様な体験活動を重視し
ている点について、こどもたちの実践的な
学びにつながると思います。
・職場体験は地域の方との交流の場とし
て、また仕事を通じて将来の就職につい
て展望できるよい機会だと思います。
・ヒラメ稚魚放流も海に面したこの地域な
らではの行事で、海に親しむ良い機会だ
と思います。
・学校公開の時に２年生の職場体験の発
表を見ましたが、職種も様々で、こども達
にとっても良い経験だと思います。
・自宅でこどもがタブレットを使用している
姿を見た時に当たり前のようにブラインド
タッチで入力していて、少し驚きましたが
（自宅にPCがないのでできると思っていな
かった）PCありきの世の中で柔軟性のあ
る１０代のうちから活用できるよう指導して
もらえるのはありがたいです。
・①と②は評価高く判断されているが少し
違和感を覚える。１段階下の評価ではな
いか。
・③については現代っ子ならではであり容
易でもある。正しい情報を見極められる力
をつけられると良いと思います。

・コミュニケーション重視の新しい英語
教育は実践的な英会話能力の向上に
つながると思います。
・地域社会との連携を通じて、こどもた
ちが地域の伝統文化への関心を高め
大切に守り伝えようとするようになると
思います。
・身近な行動から世界共通の課題解決
に向けて貢献しようとする意識が高まる
と思います。
・英語力はこれからの社会では必須だ
と思います。読むだけではなく、話す、
理解する力が必要です。オールイング
リッシュの授業はとても良いと思いま
す。
・取り組みとしては素晴らしいと思いま
すが、我が子には英語力が充分には身
についていないようなので、苦手な子で
も興味を持てるようにできれば、全体の
英語力の底上げになると思います。
・地元や地域愛が育まれていると思い
ます。

・道徳教育の重要性について理解を深
めることは、いじめの未然防止や規範
意識の向上につながると思います。
・学習習熟度に応じた指導や個別の支
援は生徒の可能性を伸ばす上で良いと
思います。
・健康教育、食育、幼保小中連携はこど
もの健やかな成長を支える基盤として
不可欠な取り組みだと思います。
・習熟度別の指導は必須です。一段ず
つ理解の階段を高め、中学校卒業レベ
ルの学力をつけないと、高校進学後、
苦労することになります。小学校との連
携も重要です。クラス担任制から教科
担任制に急に変わると、戸惑いが生じ
ます。なめらかに移行できるといいので
すが…
・思春期のこどもらしさはあれど、どの
子もいい子です。きちんと挨拶ができ
る・場面に合わせた礼儀を知っている・
善悪の区別がついている・友人を思い
やる心がある子たちです。多少ハメをは
ずすことはあるでしょうが、大人として、
人として、この先、世の中に出ていくた
めの基礎は身につけられていると思い
ます。

○教員や生徒・保護
者へのアンケートの
回答

以下の設問への肯
定的な回答の割合

④教員は、「分かり
やすい授業」を行う
ためにICT活用など
を工夫している。
⇒８７％

⑰学校は、「生きる
力」を育むために進
路指導として、１年
「職業調べ」、２年
「職場体験・上級学
校調べ」、３年「面接
指導」を行っている。
これらの活動は生徒
に役立っている。⇒
９５％

⑱生徒会活動や委
員会活動は充実し
ている。⇒９２％

⑲学校行事は楽しく
充実している。
⇒９６％
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予
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生
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力
を
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英語での実
践的なコミュ
ニケーション
能力を高め
るとともに、
我が国や郷
土の伝統文
化に触れ、尊
重する心や、
協力していく
態度を育成し
ます。また、
国際社会・地
域社会に関
心をもち、持
続可能な社
会を形成して
いく態度を形
成します。
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児童・生徒が
豊かな人生
を生きていく
上で基礎とな
る力として、
豊かな心や
確かな学力、
健やかな体
を育成しま
す。また、乳
幼児期から
中学校まで
の一貫性の
ある教育を推
進します。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

○教員や生徒・保護
者へのアンケートの
回答

以下の設問への肯
定的な回答の割合

⑰学校は、「生きる
力」を育むために進
路指導として、１年
「職業調べ」、２年
「職場体験・上級学
校調べ」、３年「面接
指導」を行っている。
これらの活動は生徒
に役立っている。⇒
９５％

⑱生徒会活動や委
員会活動は充実し
ている。⇒９２％

⑲学校行事は楽しく
充実している。
⇒９６％

○教員や生徒・保護
者へのアンケートの
回答

以下の設問への肯
定的な回答の割合

③教員の授業は分
かりやすい。
⇒７５％

④教員は、「分かり
やすい授業」を行う
ためにICT活用など
を工夫している。
⇒８７％

⑤教員は、授業の
中で、話し合い活動
をよく行っている。
⇒８７％

⑦生徒の学力は向
上している。
⇒６１％

⑧学校の、学級指
導・生徒指導・道徳
指導を通して、規範
意識が向上してい
る。⇒８８％

Ｄ
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４：「おおむねできた」と全教員が回
答した。
３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
できた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回
答した。
３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
できた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。
４：「おおむね高まっている」と全教員が
回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむ
ね高まっている」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
高まっている」と回答した。
１：「おおむね高まっている」と回答し
た教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回
答した。
３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
できた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。
４：「組織的な対応ができた」と全教
員が回答した。
３：80％以上100％未満の教員が回
答した。
２：60％以上80％未満の教員が回
答した。
１：「組織的な対応ができた」と回答
した教員が60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回
答した。
３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
できた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と
回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と
回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未
満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回
答した。
３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
できた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回
答した。
３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
できた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回
答した。
３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
できた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回
答した。
３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
できた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回
答した。
３：80％以上100％未満が「おおむ
ねできた」と回答した。
２：60％以上80％未満が「おおむね
できた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教
員が60％未満であった。

Ｄ
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１：
40％
未満

Ｄ

Ａ 7

Ｃ

４：

80
％
以
上

３：

60
％
以
上

２：

60
％

4

4

3

3

3

３：

60
％
以
上

3

Ｂ 2

4

4

Ｂ 2

○教員や生徒・保護
者へのアンケートの
回答

以下の設問への肯
定的な回答の割合

⑬学校は、生徒や
保護者に学級や学
校の様子を便りや保
護者会・面談などで
積極的に知らせてい
る。⇒９７％

⑭生徒は、学校から
の各種の便りやお
知らせなどの配布物
を保護者に見せて
いる。⇒８８％

㉑学校は地域の力
（保護者以外）を生
徒の教育活動に活
かしている。
⇒７８％

①遊漁船組合と連携したヒラメ
稚魚放流体験や、地域の商店・
企業などに協力を賜りながら実
施している職場体験など、地域
力を生かした教育活動を実践す
ることができた。また、生徒のボ
ランティアを募り、地域の祭礼や
校内の清掃活動等に積極的に
関わらせることで、生徒が地域
の一員であることの自覚を深め
ることができた。

②登下校の見守りや安全指導に
ついては、青少年対策委員会な
どが事故が発生しやすい場所等
を中心に安全の見守りを実施し
ていただいている。地域教育連
絡協議会（令和８年１月より学校
運営協議会）では、毎回授業参
観を実施して生徒たちの学習や
生活の様子についてご覧いただ
き、学校が実践している教育活
動について助言等をいただき、
健全育成の実現を図っている。

③ホームページを活用して学校
経営方針などの基本情報や学
校だよりを掲載するとともに日々
の教育活動の様子について学校
日記形式で写真付きの記事を年
間１００回程発信したので、より
広く周知を図っていきたい。 Ｄ

Ｃ

○教員や生徒・保護
者へのアンケートの
回答

以下の設問への肯
定的な回答の割合

④教員は、「分かり
やすい授業」を行う
ためにICT活用など
を工夫している。
⇒８７％

㉑学校は地域の力
（保護者以外）を生
徒の教育活動に活
かしている。
⇒７８％

㉒生徒は地域の一
員として自覚をも
ち、地域の活動に貢
献している。
⇒７０％

②教職員がそれぞれの専門
性を生かしたり、地域の特色
を生かしたりして教育活動を
行っている。

②避難訓練や安全指導日な
どを通して、危険や災害に対
する教育を関係機関と連携し
ながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色
や、安心・安全な学校生活づ
くりを踏まえて、学習環境を整
備している。

②学校いじめ防止基本方針
に沿って、いじめの未然防
止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施し
ている。

④生徒一人一人のニーズに応じた
特別支援や不登校生徒の学習環
境を整えるとともに、地域人材等を
活用しながら適切な支援に努めて
いる。

③教職員の業務適正化等に
取り組み、児童・生徒に教員
が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める
取組を行っている。

①インクルーシブ教育システ
ムの構築に向けて、教員の資
質・能力の向上や校内におけ
る支援体制の充実、特別支援
教室巡回指導教員との連携
等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクー
ルソーシャルワーカーとの連携
等、児童・生徒・保護者が相談しや
すい環境を整備し、一人ひとりの
能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っ
ている。

①児童・生徒一人ひとりの可
能性を引き出す個別最適な学
びと協働的な学びの一体的な
充実の視点による授業改善を
行っている。
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個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニ
ティの核とし
ての学校づく
りや地域の
特色を生かし
た学校づくり
を進めるとと
もに、学校・
家庭・地域が
連携・協働し
て、地域社会
全体でこども
たちを育成し
ます。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、
評価した人数を記載する。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

3

4

3

4

③家庭教育に関する情報の
発信やPTAなどと連携した講
演会・学習会、またはその双
方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、
児童・生徒の健全育成や安全
指導に係る取組を地域の協
力により実施している。 4

２：

60
％
未
満

①「地域コミュニティの核とし
ての学校づくり」を目指して地
域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3

１：
40％
未満

４：

80
％
以
上

Ｃ

２：

60
％
未
満

３：

60
％
以
上

３：

60
％
以
上

校内研究等
のOJTの充
実を通して、
教師の授業
力を向上させ
ます。また、
質の高い教
育を実現す
るため、学校
の組織的な
運営力を向
上します。あ
わせて、教師
がやりがいを
もって働くこ
とができる魅
力的な環境
づくりを進め
ます。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

４：

80
％
以
上

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある
児童・生徒一
人ひとりの状
況にあわせ
て教育環境
を整えるとと
もに、相談機
能の充実を
図ることで、
すべての児
童・生徒が自
分らしくいき
いきと生きる
ための学び
を支援しま
す。

○教員や生徒・保護
者へのアンケートの
回答

以下の設問への肯
定的な回答の割合

③教員の授業は分
かりやすい。
⇒７５％

④教員は、「分かり
やすい授業」を行う
ためにICT活用など
を工夫している。
⇒８７％

２：

60
％
未
満

１：
40％
未満

○教員や生徒・保護
者へのアンケートの
回答

以下の設問への肯
定的な回答の割合

⑧学校の、学級指
導・生徒指導・道徳
指導を通して、規範
意識が向上してい
る。⇒８８％

⑨学校は、いじめや
暴力のない学校づく
りに積極的に取り組
んでいる。⇒８８％

⑩教員は、生徒を理
解して相談事や悩
みについて親身に
対応している。
⇒９０％

４：

80
％
以
上

１：
40
％
未
満

学校施設に
ついて、ICT
環境等の教
育環境の整
備を推進す
るとともに、
児童・生徒の
安全・安心を
向上させるた
めの教育を
推進します。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す
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Ｂ

Ｄ

①ICT機器の定期的な点検・修
繕等を行うとともに毎日の施設
安全点検を実施し、危険個所等
の修繕を行い、施設の安全や教
室等の学習環境の整備を推進し
ている。

②生活指導部と管理職が連携
し、有事の際に身を守るための
避難方法や訓練を実施し、その
実施方法について検証しながら
改善を図っている。今年度はす
べての教室・事務室に災害時用
のヘルメットを置き、安全対策の
強化を図った。

Ｂ 1

3

・伝統の継承は大変良いことですが、
ICT環境のさらなる充実もお願いしま
す。
・避難訓練等を実践的に抜き打ちで実
施してみてはどうでしょうか。
⇒年間２回、予告なしの避難訓練を実
施しています。
・大災害が起きた時に一番頼りになる
のは中学生だと思います。地域にい
て、大人並みにいろいろな事ができるの
で、期待しています。
・学校近くに住んでいるため、時々訓練
の放送が聞こえてきます。震災の被害
の様子はTVなどで見たことはあっても
実際に身の回りに起こらない限り、どこ
か他人事だと思ってしまうものだと思い
ますので、いざという時のために訓練は
大切だと思います。ありがとうございま
す。

・地域力を生かした教育活動を今後も
継続していただきたいです。
・登下校の見守り活動は、今後も地域
の協力で実施していって欲しいです。
・祭礼や地域の行事では生徒会を中心
にしたボランティアが協力してくれて、非
常に助かっています。地域行事のスタッ
フの方からは、自分たちでアイデアを出
して協力してくれるので、感謝していま
すという言葉をいただきました。
・地理的に学区の端に学校が建ってい
るため、保護者でも学校に来るのが面
倒だったりすると思いますので、HPでの
発信はすごく良いと思います（tetoruの
活用も同じく）。もっと一中のことを知っ
てもらえたらいいと思います。

・先生方の業務適正化に取り組み、こど
もと向き合う時間を確保していただき心
強く思います。
・先生方の心身の健康が教育の質の向
上に直結すると考えています。
・授業が一方通行でなくパソコンを使
い、モニターの画面で、動画などを使っ
てわかりやすくなっていると感じました。
・一般的に教職者というのは大変だと言
われていますが、私たちの想像以上の
大変さだと思います。それでも、こども
のため、学校のためにと尽力してくださ
り頭が下がる思いです。先生方には本
当に感謝しています。

①教員の指導力向上のための
校内研修会を年間５回実施し、
授業改善や個別最適化された学
びの実現に向けて教員の知見を
深め、授業改善につなげること
ができた。

②授業改善セミナーや区教研等
の研修を通して、教員各々が自
己の指導力向上に向けて取り組
んでいる。各学年において、総
合的な学習の時間を活用し、地
域や環境をテーマにした学習活
動を実施することができた。

③各校務分掌や会議の時間を
精選しながら、教職員と生徒に
とって不可欠なものに注力でき
るよう努めているが、まだ十分と
言えない状況にあると考える。
今後はさらにウェルビーイングを
高める取組を推進していきたい。

4

・教職員の業務適正化を図りつつ、特
別支援教育の充実やいじめ防止などの
課題に対して組織的に取り組んでいる
姿勢が見て取れました。
・こどもが多様化していると思います。
親の考え方も多様化しています。不登
校の生徒もやがて卒業して社会に出て
いくわけだから、社会で生きていく力を
身につけて欲しいです。
・外側から見ていると大きな問題などは
ないように見えますが、それは教職員
の皆さんが何かあったとしても問題が
小さなうちに解決に向けて尽力してくだ
さっているのだろうなと思います。
・生徒一人ひとり悩みや抱えている問題
はそれぞれあると思いますが、笑顔で
学校に通えるよう保護者として、PTA役
員（OB)として微力ながらお手伝いでき
ればと思います。

①生徒がもつ様々なニーズに対
応できるよう、校内研修や特別
支援委員会の充実を図った。昨
年度に引き続き巡回指導教員と
の連携を密にしていくことで、教
員の生徒理解が深まった。

②いじめおよび生活指導上問題
となる行動については、担任だ
けではなく学年や生活指導主
任、管理職等が連携しながら対
応し、未然防止と早期対応解決
に努めていく。

③学校生活調査の結果を分析
するとともに、担任が面談を実施
し、支援が必要な生徒をSCや外
部の相談機関等につなぐことが
できた。引き続き生徒がもつ多
様なニーズに回答できるよう努
めていく。

④不登校（不適応）については、
SCや校内別室登校、適応指導
教室等の関係機関につなぐこと
ができている。引き続き一人一
人に対する適切な支援を行える
よう努めていく。地域人材を活用
し、学校特別補助員として配置し
授業補助に入ってもらい、適切
な支援に努めている。

4

Ｃ


